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公益社団法人 福井県観光連盟（福井県DMO）

観光地域づくりマネージャー 佐竹 正範

1973年 10月17日 生まれ
出身 :福井県あわら市
大学時代:神戸
社会人 :東京（北海道）
現在 :福井県 & 東京
趣味 :サーフィン

2000年にヤフー（株）に入社。広報、ブランドマーケティング、CSR等を担当し、東日
本大震災以降は、ITを活用した地域活性化を担う地方創生プロデューサーとして自治体を
サポート。2015年より、内閣府などが後援する「ふるさと名品オブ・ザ・イヤー実行委
員会」の幹事⾧を務め、地域商社協議会の運営なども行なっている。2016年より3年間、
総務省の地域おこし企業人として北海道美瑛町に出向し、政策調整課⾧補佐として地域
DMO「丘のまちびえいDMO」の立ち上げを行い、同DMOのCMO（Chief Marketing 
Officer）として従事。独自CRMの構築を行うなどしてデータオリエンテッドなDMO戦略
を推進し、観光によるまちづくりを展開。2020 年に紀尾井町戦略研究所（株）に転籍。
2021年8月から公益社団法人福井県観光連盟に出向し、福井県の観光地域づくりマネー
ジャーとして、観光で「稼ぐ」地域づくりを推進する福井県の観光振興の旗振り役とし
て活動中。

（紀尾井町戦略研究所株式会社からの出向）
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DXとは?
デジタルトランスフォーメーション（Digital Transformation）の略
デジタル技術を活用して生活やビジネスを変革すること ≒ 行動変容

観光DXとは?
デジタル技術の力で観光に関する業務の効率化を図る取り組みです。
観光DXには、収集したデータの分析を通じた観光戦略の検討や、新たなビジネスモデルを創出
する取り組みも含まれています。

観光事業者の行動変容



なぜ今、観光にDXが必要か?



旅行市場の変化（１）

パック・団体旅行の減少と個人旅行の台頭 ひとり旅行の増加



宿泊予約経路の変化(インターネット販売の伸⾧) 

旅行市場の変化（３）



旅行市場の変化（２）

国内マーケットは減少し、インバウンドマーケットは増加する



旅行市場の変化（４） 参照：DMO推進機構 大社 充氏資料

地域側でマーケティングしてく必要がでてきた



旅行市場の変化（７） 参照：DMO推進機構 大社 充氏資料



旅行客の旅行手配は

個人化 オンライン化

テクノロジーを活用して
マーケティングと効率化が必要

＋ 世界中がマーケットとなる

なぜ今、観光にDXが必要か?

＋ 観光事業者はやることが増えている

旅行客のニーズは

多様化 小規模化



稼ぐ観光地域づくりを目指して
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キャッシュポイント
（宿・食事・体験）

集客ポイント
（歴史・自然・フォトスポット）

顧客満足度
（推奨意向）

ファン作り
（リピーター）

稼ぐ観光地域づくりの推進
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あるべき姿

現状把握

戦略

アクション

アクション
・・・

・
・
・

戦略
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PDCAを回す

稼ぐ観光を目指して

観光プレイヤー支援

ポジショニングの考え方を
観光の領域にあてはめてみると



現状把握のための活動



現状把握 : 入込客数 と 宿泊延数
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平成25年-令和5年 福井県の月別入込客数

H25(2013年) H26(2014年) H27(2015年) H28(2016年) H29(2017年) H30(2018年) R1(2019年) R2(2020年) R3(2021年) R4(2022年) R5(2023年)

約4倍の入込客数差

現状把握:観光の見える化（入込客数）
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入込の平準化が必要
（1月、2月、3月、6月、
7月、12月の誘客強化）

月毎入込客数 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

H25(2013年) 1,275,060 1,109,115 1,377,196 2,199,496 2,940,502 1,586,870 2,177,706 4,430,358 1,935,743 2,170,060 2,064,633 1,075,369

H26(2014年) 1,384,011 1,192,777 1,379,666 2,410,000 3,216,439 1,629,386 2,291,031 4,012,199 2,524,718 2,649,700 2,472,055 1,091,047

H27(2015年) 1,395,748 1,350,497 1,680,488 2,596,566 3,831,094 1,805,051 2,496,714 4,931,337 2,813,350 3,018,396 2,645,143 1,391,760

H28(2016年) 1,638,013 1,473,479 1,830,491 2,863,542 3,856,277 1,928,231 2,891,203 5,153,307 2,608,838 3,062,485 2,794,929 1,555,716

H29(2017年) 1,614,439 1,419,716 1,901,460 2,883,847 3,829,906 1,988,672 2,713,723 4,880,958 2,669,080 2,822,666 2,631,484 1,604,608

H30(2018年) 1,597,195 1,179,152 1,976,505 2,901,278 3,696,581 2,220,080 2,664,248 5,197,329 2,678,719 3,608,070 3,042,352 1,676,036

R1(2019年) 1,857,852 1,755,244 2,088,593 3,279,716 4,368,679 2,300,074 2,866,544 5,068,729 2,873,702 2,918,958 3,471,811 2,009,198

R2(2020年) 2,088,085 1,807,336 1,458,591 534,017 701,109 1,356,431 1,793,826 2,556,689 2,288,852 2,509,495 3,126,878 1,612,423

R3(2021年) 957,613 1,240,982 1,717,280 1,881,441 1,992,047 1,537,640 2,192,023 2,297,175 1,873,032 2,669,916 2,881,794 1,606,799

R4(2022年) 1,461,065 989,079 1,746,041 2,645,359 3,213,647 1,937,226 2,443,774 3,620,702 2,374,133 3,184,985 3,004,322 1,718,786

R5(2023年) 1,647,283 1,562,447 2,293,215 2,849,984 3,438,401 2,263,380 3,069,284 4,528,334 3,129,902 3,217,751 3,218,413 1,960,389



現状把握:観光の見える化（宿泊延数）
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現状把握 : 入込客数 と 宿泊延数

現状把握上の課題:
・人数的には分かるが、中身が分からない

（何処から? どんな人が?どのような目的で?）

・入込客数 と 宿泊延数
リアルタイムには分からない



来てくれてありがとう ふくい旅
答えてHAPPINESS プレゼントキャンペーン

QRコードを読み込み、アンケートに
お答えいただき、応募ただいた方の
中から、抽選で福井県グルメギフト
カタログが当たるキャンペーン

福井県全域での
アンケート協力数

2022年度 18,726件
（2022年4月28日～2023年3月10日）

https://39-fukui.com/

福井県内 90の観光エリアにQRコード設置
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23,258件

（2023年4月28日～2024年3月31日）

2023年度

12,971件
（2023年4月1日～2024年8月31日）

2024年度

54,955件

15,184件

北陸新幹線開業後



来てくれてありがとう ふくい旅
答えてHAPPINESS プレゼントキャンペーン

福井県全域でのアンケート協力数の推移
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北陸新幹線開業

GW 年末

お盆

海の日 蟹漁解禁

GW

北陸新幹線開業後に日毎の回答数増加
（昨年GW対比でも増えており、全体的に入り込みが増えていると考えられる）

お盆



HAPPINESS アンケート

北陸新幹線開業前
（2023年4月28日～2024年3月15日）

＜発地＞

GW
（2024年4月28日～2024年5月6日）

＜年代＞

福井県全域 1
(21045件) (1843件)

・東京/石川の割合増加

・30代/40代の割合増加 23

お盆
（2024年8月9日～2024年8月18日）

(1138件)

・京都/東京/岐阜の割合増加



HAPPINESS アンケート

北陸新幹線開業前
（2023年4月28日～2024年3月15日）

＜同行者＞

GW
（2024年4月28日～2024年5月6日）

＜世帯年収＞

・子供連れ/恋人の割合増加

・平均値が上昇

(21045件)
(1843件)

福井県全域 2

24

・子供連れ/家族連れの割合増加

・平均値が上昇

お盆
（2024年8月9日～2024年8月18日）

(1138件)



HAPPINESS アンケート

北陸新幹線開業前
（2023年4月28日～2024年3月15日）

＜満足度＞

GW
（2024年4月28日～2024年5月6日）

＜推奨意向＞

・とても満足の割合増加・とても満足の割合増加

・10の割合増加・９の割合増加

(21045件) (1843件)

福井県全域 4

25

お盆
（2024年8月9日～2024年8月18日）

(1138件)



HAPPINESS アンケート

北陸新幹線開業前
（2023年4月28日～2024年3月15日）

＜発地＞

北陸新幹線開業後
（2024年3月16日～2024年8月31日）

＜年代＞

大本山永平寺エリア
(824件) (803件)

・東京の割合が1番に

・40代の割合増加 26

お盆
（2024年8月9日～2024年8月18日）

(83件)

・兵庫/大阪の割合増加

・40代/20代の割合増加



新幹線開業以降に増えた東京からの観光客 3月16日～8月25日

【年代】

【同行者】

【目的】

【宿泊数】

【世帯年収】

【満足度】

全体14874件 東京1143件
全体14874件 東京1143件

注:あくまでも福井県観光のボリュームゾーンは
中京・関西・県内の観光客

HAPPINESS アンケート



28

新幹線開業以降の地域別 世帯所得

(14874件)
全体平均 東京都

 (1143件)

愛知県
(1531件)

大阪府
(1341件)

3月16日～8月25日
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新幹線開業以降の地域別 同行者

(14874件)
全体平均 東京都

 (1143件)

愛知県
(1531件)

大阪府
(1341件)

3月16日～8月25日
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新幹線開業以降の地域別 観光目的

(14874件)
全体平均 東京都

 (1143件)

愛知県
(1531件)

大阪府
(1341件)

3月16日～8月25日
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新幹線開業以降の地域別 満足度

(14874件)
全体平均 東京都

 (1143件)

愛知県
(1531件)

大阪府
(1341件)

3月16日～8月25日



満足度ランキング100件以上 再来訪意向ランキング100件以上
＜県外＞ ＜福井県含む＞＜福井県含む＞＜県外＞
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推奨意向ランキング
2024年度

NPS (ネット・プロモーター・スコア） 推奨意向

※例
全体回答者:100名で、推奨者:50名、批判者:40名
上記の場合のNPSは、下記計算式の値×100 でNPSは10となる
(推奨50人÷全体100人=0.5)－(批判40人÷全体100人=0.4)=0.1

※NPS 30は、かなり推奨意向が高いと言われている数値
企業等でのNPSはマイナスの数値となることが多い

エリア毎の各種数値は参考値
※エリア毎のアンケート回収数がまだまだ少なく

サンプル数300程度で統計的に有効とされている

回答者全体に占める推奨者の割合(%)から、批判者の割合
(%)を引いて出てきた数値がNPSの値となります

33

県全体



来訪意向と福井県に求めるも満足度とその理由

観光客の満足度向上に向けて課題解決を呼びかけ
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宿泊事業者:ダイナミックプライシング
周辺事業者:仕入れや人員手配
観光協会:プロモーション活動

エリア全体で活用オープンにすることで



36集客ポイントの入込状況に合わせた、仕入れや人員手配に活用
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ふくいdeお得クーポン決済状況 2023年1月10日～8月10日

福井駅周辺 鯖江駅・武生駅周辺 敦賀市街地周辺

全国旅行支援における県独自のデジタルクーポンの利用状況を地図上に可視化

宿泊観光客の経済動向の把握



福井県観光連盟（福井県DMO）の活動
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FTAS（福井県観光データ分析システム）

観光の実態把握の為のデータ収集し
オープンデータとして公開

観光客の満足度向上に向けて
観光コンテンツの磨き上げ
新たな観光コンテンツ開発

稼ぐ観光を実現させていく

https://www.fuku-e.com/FTAS



RESAS
データ消費データ

移動データ移動データ 消費データ消費データ

データ収集

データの可視化

データ活用

アンケートデータ
宿泊データ 決済データ 気象データ

FTAS
データポータル

地域DMOなど
エリアでのPDCA

……
❸県内90エリア300ポイント

観光客アンケート情報
（リアルタイム）

インサイト
データ

・データを活用した販売促進の
PDCAを支援

・行政や観光事業者への基礎的な観光
マーケティングデータを提供し、新商品開発

や商品の磨き上げ、販売などの支援

（可能な限りオープンデータ化）

…

福井県観光連盟のデータ Code for JAPAN/B.inc/basicmathなどとともに開発

新たに収集していくデータ 連携可能性を探るデータ オープンデータ活用の取り組み

「稼ぐ観光」に向けた、マーケティング・データ収集と連携機能、データ活用のためのシステム構築

Yahoo! JAPAN
などビックデータ

観光予報プ
ラットフォーム

データ

データ連携、分析オープンデータ化
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広告パフォー
マンスデータ

入込データ

エリア毎、事業者毎
に見える化や分析

事業者毎のPDCA

下記と連携した
コンサルティングサービス

の仕組みづくり

産業支援センター
まちづくり会社

コンサルティング会社
など

❷PMS/SCの
宿泊実績や予約

データ
（リアルタイム）

❺Googleビジネなどの
インサイトデータ❹❺お土産のPOSや

ふくいdeお得クーポン
決済データなど

❶IchigoJamを活
用したセンサーデータ

（リアルタイム）

イベント

・アイデアソン、ハッカソンなど開催
しながら、人材開発や育成
・説明会を実施しながらデータの
利用促進

実証事業①

実証事業②

実証事業③

アンケートデータだけでなく
リアルタイムな定量データ収集にチャレンジ タイムリーなPDCA



※2024年春 北陸新幹線敦賀延伸予定

観光プレイヤー

DMO（行政）

地域DMO

観光関連データ収集

商品・サービス開発
磨き上げ

AIなど活用した
需要予測

コスト削減等による
収益の拡大

集客ポイント開発

STEP１ STEP２ STEP３ STEP4

データを基にした
政策立案と展開

データを基にした
事業展開

2023年度～ 2024年度～

データを利活用できる行政職員の育成

福井県観光分析システム
略称:FTAS（エフタス）

（DMP）

キャッシュポイントづくり
データを利活用できる観光プレイヤーの育成

集客ポイントづくり

CRMの展開
満足度
推奨意向の向上

見える化
分析

2025年度～ 2026年度～

41

行政

データ活用による「稼ぐ観光」の中⾧期展開イメージ



観光プレイヤー（事業者）の
データ活用例



観光施設や民間事業者での活用事例（１）

宿泊事業者 ・アンケートデータで、
 関東、関西、中京からの比率と単価を確認
 → 価格の変更を検討
    （担当者）

・エリアPMSで、宿泊予約状況の確認
 → 価格設定の変更（ダイナミックプライシング）
    （経営者）

まちづくり会社 ・観光客の実態確認
 → 観光庁 補助事業の申請時に
   事業計画策定根拠として活用
    （経営者） 43



観光施設や民間事業者での活用事例（２）

観光施設事業者 ・来訪者の導線を確認するため
 → 管理権限者への説明に当たっての数値確認など
    （担当者）

・観光客の声（満足度の理由）を確認
 → ベンチが欲しいという声を見て、
   ベンチを設置した
   （マネージャー）

・アンケートデータで訪町者の傾向、発地など確認
 → 広告宣伝先の見直し検討ができた
   （担当者）

44



観光施設や民間事業者での活用事例（３）

道の駅運営事業者 ・観光客の声（満足度の理由）を確認
 → トイレ改修を町へ要望
    （マネージャー）

・恐竜博物館予約状況の確認
 → スタッフの手配と生鮮系仕入れの量を
   調整するため
    （道の駅/マネージャー）

観光案内所 ・推奨意向ランキングを確認
 → 人気の観光地やおすすめしたい観光地を
   お客様の声として活用
    （マネージャー）
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観光施設や民間事業者での活用事例（２）

商業施設
運営事業者

・エリアPMSを活用
 → 施設内の店舗との定例会議で
   店舗売上向上に向けた有益な情報として
   共有している
    （マネージャー）

地域交通事業者 ・アンケートデータで、交通手段の割合など
 → 肌感覚と合わせての振り返りと
   今後の事業戦略づくりのため
    （取締役）
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・データは、実態の可視化であり、戦略やアクション立案の基で、
効果測定のツール

・データは、合意形成の入り口として役立つ

・そして、データは迷った時にみんなで戻れる拠り所になる

データとは?



あるべき姿

現状把握

戦略

アクション

アクション

戦略
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KGI

KPI-1
(KGI-1)

KPI-2

(KPI-1-1)

(KPI-1-2)

KGI

KPI-1

KPI-1-1 KPI-1-2

KPI-2

KPI-2-1

KGI = Key Goal Indicator（キー ゴール インジケーター）の略で、
       「経営目標達成指標」

KPI = Key Performance Indicator（キー パフォーマンス インジケーター）の略で、
「重要業績評価指標」



・観光を（出来る限り）数字で語る

・観光をデジタルを活用して効率化（効果測定）

・データを基に打率を上げる

・勘（感）ピュータから、コンピュータへ



北陸新幹線開業後の変化と結果



福井県全域 １

満足度スコア 推奨意向スコア



福井県全域 ２

平均宿泊費 平均交通費 平均エリア消費額 平均県内消費額



DAO的アプローチと
基礎としてオープンデータ



keyword

オープンデータ

オープンソース

オープンロジック
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「自助」と「公助」の「共助」による
データの共有財産化



アンケート協力
データ提供

オープンデータ化
シビックテック
（現状や課題の見える化）

満足度の高い
観光コンテンツ開発
（モノ・コト）

行政・地域DMO
観光プレイヤー

Code for Fukui

観光客・県民
観光プレイヤー

みんなで創る福井県観光

PR、誘客、販促
コンテンツ開発支援

観光連盟・広域DMO
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自律分散型相互運用自律分散型相互運用

１つの目標に向かい
みんなが出来る力を持ち寄って
それぞれが主体的に活動する

１つの目標に向かい
みんなが出来る力を持ち寄って
それぞれが主体的に活動する
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ー 福井県観光DXコンソーシアム ー

公益社団法人福井県観光連盟



観光の国際学会THE INC2024で発表

福井のオープンデータを活用したデスティネーションマネジメントを
「The Fukui Model」として、國學院大學 観光まちづくり学部 小林裕和教授が発表

2024年6月5日7日
@アムステルダム

「民間主導のオープンデータが、地域の社会関係資本の
形成を促し、観光地経営のイノベーションを促す、それ
を「コネクショナイゼイション」と名付けて提唱」

されて、世界的に評価され始めている

官主導の静的オープンデータ

民間主導の動的オープンデータ

オープンデータによる
エリアマネジメントの推進



新幹線開業は
観光を活用した「まちづくり」の

スタートライン



仏とは、
全ての縁を「善縁」にしていく
思考と覚悟

仏教の教えとは、
「苦から楽へ、共に幸せになる道」

仏教の教えを一言で言うと
「縁起」

曹洞宗大本山 永平寺
副館院 西田正法 老師


